
2019 年度（2019 年 4 月～2020 年 3 月）  
地域ケアシステム看護学分野 業績 

※2019 年 11 月より公衆衛生看護学分野に統合。 
 

【研究業績（2019 年度分）】 
1. 原著論文・総説（査読あり） 

 倉田里衣子, 田口敦子, 松永篤志, 山内悦子, 浦山美輪, 永田智子. 外来における在宅療養支援に
関する啓発ツールの開発と有用性の検討. 日本医療マネジメント学会雑誌. 2019;20(1):27-31.(査
読有） 
 劔持麻美, 松永篤志, 田口敦子, 明珍千恵, 山内悦子, 浦山美輪, et al. 循環器疾患をもつ在宅
療養継続者に対する病院内の多職種連携による支援に関する質的研究. 日本地域看護学会誌. 
2019;22(1):35-42.(査読有） 
 田口敦子, 備前真結, 松永篤志, 森下絵梨, 岩間純子, 小川尚子, et al. 文献検討に基づく介護
予防サポーター養成プログラムの作成と効果. 日本公衆衛生雑誌. 2019;66(9):582-92.(査読有） 
 

 

2. 著書 

 
 

3. 原著論文・総説(査読なし)/紀要・解説  

 大森純子, 竹田香織, 田口敦子, 津野陽子, 松永篤志, 中野久美子. 大学院における保健師基礎教
育で学生が獲得する保健師リーダーの“資質能力”. 保健師ジャーナル. 2019;75(11):942-8.（解
説） 

 

4. 国際学会発表 

  
 

5. 国内学会発表 

 木村絵美, 松永篤志, 田口敦子. 高齢者見守り活動における活動内容と特徴の整理. 第 22 回日本

地域看護学会学術集会; 2019 Aug 17-18; 横浜 

 渋谷克彦, 津野陽子, 尾形裕也, 井手義雄, 平田輝昭, 福井卓子. 病院組織におけるストレスチェ

ックにより測定されたストレス反応および職場環境要因と労働生産性の変化の関連. 第 57回日本

医療・病院管理学会; 2019 Nov 2-4; 新潟 

 島村紗綾, 津野陽子.中高生におけるヘルスリテラシーと生活習慣および関連要因の検討. 第 28回

日本健康教育学会学術大会; 2019 Jun 29-30; 東京 

 高橋由香, 津野陽子, 大森純子. 健康経営を促進する「健康的な職場文化」の指標に関する文献レ

ビュー. 第 78回日本公衆衛生学会総会; 2019 Oct 23-25; 高知 

 土谷瑠夏, 田口敦子, 松永篤志, 村山洋史. 農業地域在住の壮年期住民におけるロコモティブシン

ドロームの実態と関連要因の検討. 第 22回日本地域看護学会学術集会; 2019 Aug 17-18; 横浜 

 津野陽子, 尾形裕也, 渋谷克彦, 井手義雄, 平田輝昭, 福井卓子. 病院組織における健康経営. 第

57 回日本医療・病院管理学会; 2019 Nov 2-4; 新潟 

 津野陽子，渋谷克彦，大久保豪. アブセンティーイズムに関連する職場要因と健康リスクの検討. 

第 78回日本公衆衛生学会総会; 2019 Oct 23-25; 高知 

 豊川幸世, 田口敦子, 山内泰子, 山内悦子, 松永篤志, 劔持麻美, et al. 在宅療養者に対する外

来看護師の電話による支援の実施状況と支援内容の実態. 第 22回日本地域看護学会学術集会; 

2019 Aug 17-18; 横浜 

 

 

 



6. 外部資金獲得（主任研究）※2019 年度の新規獲得のみ（継続分は昨年度報告済み） 

 津野陽子（主任研究者）. 健康・医療情報を活用した「健康経営」の効果測定の分析モデルの開

発.令和元年度科学研究費補助金（基盤研究(C)）. 2019 Apr-2021 Mar. 

 

7. 外部資金獲得（分担研究）※2019 年度の新規獲得のみ（継続分は昨年度報告済み） 

 津野陽子（研究分担者）. 訪問看護ステーション等の地域における看護事業所の制度的基盤整備に

関する研究. 令和元年度科学研究費補助金（基盤研究(C)）. 2019 Apr-2021 Mar.（研究代表者 

石原美和） 

 

8. 外部資金獲得（その他）※2019 年度の新規獲得のみ（継続分は昨年度報告済み） 

 津野陽子（研究代表者）．健康経営評価指標の策定・活用事業．東北大学とインフォコム株式会社

の共同研究. 2019年度．  

 

 
 


